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令和３年度 神奈川県・寒川町 男女共同参画推進市町村連携事業  
『社会が変わる、私も変わる－誰もが暮らしやすい時代を目指して－』アンケート集計結果 
 
開催日：令和 4 年 1 月 22 日（土）14：00～2 月 21 日（月） 
会 場：YouTube による動画配信（当日は YouTube ライブ配信） 
講 師：椛島 洋美 氏（横浜国立大学 副学長） 
申込者数： 31 人  

 ＜性別＞男性 11 人、女性 20 人、その他 0 人、無回答 0 人 
 ＜申込方法＞e-kanagawa からの申込 23 人、役場職員の申込 7 人、その他申込 

1 人 
 
アンケート回答数：14 件 （回答率 45.2％ 小数点第 2 位四捨五入） 

 
アンケート内訳 
１.年 齢：～20 代…6 人／30 代…2 人／40 代…2 人／50 代…3 人／60 代…1 人／70 代…0 人 
      80 代以上…0 人 
２.性 別：男性 5 人 ／ 女性 9 人  
 
３.職 業：(1)学生 1 人  (2)会社員・公務員・団体職員 12 人 (3)自営業 0 人       

(4)パートタイマー・アルバイト 1 人 (5)無職[専業主婦(夫)含む] 0 人      
(6)その他 0 人 

 
【講演会について】 
６．本日の講座はどのような方法でお知りになりましたか。（複数選択可） 
  

広報さむかわ…5 人 
 SNS（寒川町公式 LINE・Twitter）…2 人 
  ホームページ…6 人 
 知人の紹介…3 人 
 広告付き案内板…0 人 
 チラシ…3 人  
 その他…3 人[ 内訳…かなテラスメール 1 人、職場で知った 1 人、庁内のお知らせ 1 人] 
 
７．この講座を受講しようと思った動機は何ですか。 ＜抜粋＞ 
 
· 身近で必要と感じてるテーマのため、そして、椛島先生の熱いお話をお聴きしたかったから。 
· 男女平等に関して、学生のころから深い関心を抱いており、ジェンダーに関連した作品を見

たりすることが好きだから。学生のころとは違い、このような講演や学習は、積極的に受講
しないと、触れない環境であるため、機会があれば、前向きに参加したいと考えているから。 

· 自身の勤めている会社が主に現場系の仕事ですが、ここ数年で女性の職員も配属されること
がありました。知人に今回の講演会の話を聞いて、会社の変化に自身も理解したいと思いこ
の講座を受講しました。 
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８．本日の講座の内容は、いかがでしたか。  
 

[難易度] 
よく理解できた…10 人／まあ理解できた…4 人／あまり理解できなかった…0 人 ／理解できな
かった…0 人 
[内 容] 
とても参考になった…9 人／まあ参考になった…5 人／あまり参考にならなかった …0 人 ／
わからない…0 人  
[講座の内容を今後の生活に取り入れたいと思いましたか]                          
とても思った…10 人／まあ思った…4 人／あまり思わなかった…0 人／思わなかった…0 人  
   
９．今後、男女共同参画に関する講演会や講座で参加したいテーマは何ですか。（複数回答可） 
 
(1)女性のエンパワーメント（能力発揮）促進とリーダー育成 …4 人  
(2)女性の意思決定の場への参画推進 …8 人  
(3)男性の家庭生活や地域活動への参加促進 …4 人  
(4)就労・キャリアサポート …6 人  
(5)子育て …4 人  
(6)配偶者からの暴力（DV）防止啓発…2 人   
(7)健康 …3 人  
(8)料理 …3 人  
(9)ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調和） …8 人  
(10)メディア・リテラシー（情報を読み解く力） …4 人 
 (11)その他…1 人（福祉活動(農福連携) 
    
 
１０．本日の講座についてのご意見など、ご自由にお書きください。＜抜粋＞ 

 
● コロナ禍において、YouTube 動画配信で自分の好きな時間に講座を受けることができるの

は、とても良いことと思います。聞きたい箇所を何度も聞くことができるので、大変助かり
ました。 
 

● リアルタイムで質問に答えたり、一つ一つの言葉に配慮されていたりしていたので、そこが
とても安心感があって良いと思いました。 
 

● ジェンダー意識のある人は若者に多く、日本でも、若者の間では、ジェンダーに理解ある人
も多いと思います。実際、職場でもこの研修を受けているのは若い世代のみでした。先輩の
世代に関心を待たせる必要性があるように思います。 
実際、昭和を生きてきた人は、なかなかジェンダーギャップを埋める重要性に目を向けてお
らず、このような講習を受けるべき世代にもかかわらず受けていない現状です。ジェンダー
ギャップを埋めていく重要性に、まず関心を向けさせることに取り組まないと、日本の政
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治、経済面でのジェンダーギャップは永遠に埋まらないと考えます。 
 

● zoom での講演や会議でチャット機能を使ってますが、今回の YouTube でのチャットの使い
方が分からなくて残念…コロナ禍の中、椛島先生のお話を拝聴できる機会に恵まれて良かっ
たです。 

 
● アンコンシャスバイアスという言葉を聞いて、自身はまだまだ、男はこうだ、とか凝り固ま

った考えがあるということ感じました。多様性の時代ということを前提にして、人に対して
の接し方などを気をつけて行きたいと思いました。 

 
●男女共同参画の現状などデータなどを示しながらお話しいただきとても分かりやすかったで

す。 


